
 

 

        

 

2016 年 3 月 10 日 
 

富山県 

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 
 

富山県とセブン‐イレブン・ジャパンが 

『連携と協力に関する包括協定』を締結  
高齢者等の見守りを中心に幅広い分野で連携 

 
富山県（知事 石井 隆一）と株式会社セブン‐イレブン・ジャパン（東京都、代表取締役社長   

最高執行責任者〈COO〉井阪 隆一）は、2016 年 3 月 10 日（木）、県産品の販路拡大、情報発信、 

高齢者･障害者支援、子育て支援、青少年育成、若年層の職業意識醸成、健康増進・食育、環境問

題への対策、災害への対策など 11 分野において相互の連携を強化し、富山県内における地域の一

層の活性化に資するため『連携と協力に関する包括協定』を締結いたしました。 

今回の締結を機に富山県内のセブン‐イレブン店舗で実施している宅配サービスを通じた高齢者

等の見守りや高齢者雇用を促進してまいります。 

 

記 
 
1. 協定の名称   『連携と協力に関する包括協定』 

 

2. 協定締結日    2016 年 3 月 10 日（木） 
 

3. 協定締結の目的 
 

富山県とセブン‐イレブン・ジャパンの緊密な相互連携・協働により、一層の地域活性
化と県民サービスの向上に資するため 

 

4. 連携事項 
上記の目的を達成するために、次の項目について連携し協力していきます。 

 
(1)地産地消及び富山県オリジナル商品の開発・販売などの県産品販路拡大に関すること 

(2)観光振興及び観光情報の発信に関すること 

(3)高齢者・障害者の支援に関すること 

(4)子育て支援に関すること 

(5)子ども・青少年の健全育成に関すること 

(6)若年層の職業意識に醸成に関すること 

(7)健康増進、食育に関すること 

(8)環境問題の対策に関すること 

(9)災害対策に関すること 

(10)地域や暮らしの安全・安心に関すること 

(11)その他、県民サービスの向上や地域社会の活性化に関すること 

 

 ＜ご参考＞ セブン‐イレブンの店舗数（2016 年 2 月末現在） 

 

                      富山県内：127 店舗、全国：18,572 店舗 

 

 



 

 

『連携と協力に関する包括協定』の概要 
包括協定に基づき、協議・検討を進めている協働の取組例は、次のとおりです。 

１.地産地消及び富山県オリジナル商品開発・販売など県産品の販路拡大に関すること 

・富山フェアの開催、富山県産食材を使用したオリジナル商品の販売 

・地産地消推進協力店への登録 

・農商工連携等への協力 

２.観光振興及び観光情報の発信に関すること 

・観光ポスターの提示・観光パンフレットの設置 

・観光キャンペーン PR への協力 

３.高齢者及び障害者の支援に関すること 

・地域包括ケア活動実践団体への登録及び取組みの推進 

・高齢者等お買物にお困りの方への宅配サービスや見守りなど、生活支援の強化及び高齢者の

雇用促進 

・高齢者・障害者支援促進に関する普及啓発への協力 

４.子育て支援に関すること 

・子育て支援情報・イベントの PR 

・とやま子育て応援団への協賛 

５.子ども・青少年の健全育成に関すること 

・万引き防止対策や｢子ども 110 番の家｣としての活動 

・酒類・たばこの未成年者への販売防止など青少年非行防止 

・有害図書類の区分陳列の実施と青少年への販売防止 

６.若年層の職業意識の醸成に関すること 

・教育機関からの職場体験や職場見学への協力 

・就職支援情報の提供への協力 

７.健康増進、食育に関すること 

・宅配サービスにおける栄養バランスを考慮したメニュー開発、カロリーや栄養成分の表示な

ど、県民の健康づくりの支援 

・食育推進月間の普及啓発に向けた協力 

８.環境問題の対策に関すること 

・とやまエコ・ストア制度への登録及び取組みの推進 

・環境美化活動への参加 

９.災害対策に関すること 

・災害時における生活必需物資の供給への協力 

・災害時における帰宅者の支援 

・富山県総合防災訓練への参加・協力 

10.地域や暮らしの安全・安心に関すること 

・警察本部が行う地域の安全・安心等に関する広報・啓発 

・地域の防犯活動への協力 

11. その他、県民サービスの向上や地域社会の活性化に関すること 

・県政や暮らしに関するポスター掲示、パンフレット設置等による県政情報の周知への協力 

 

以上 


